
防風林林端 l二於げる風の吹込みに就いて
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at the side end of a windbreak. 
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員

防風ヰ木4寺に延長の短かい自!t形防風林のようなものでは，防風林風下の風速のiJllj定に当って林

端に於ける風の吹込みに就いて留意しなければ，測定に甚だしい誤差を生やる危険があるが，

従来とれに就いての研究は殆どなされていないようでるる。ーたに示される 4三研究は単i亡防風林

風下の風速のìWj定の場合のみでなく，防風林風下の効果面肢の算定上にも当黙JlJいらるべきも

のと考える。

ず11j と L に本研究に必要な観測を担当せられた佐藤正氏その他の方々に深甚の謝意を表して置

きたい。
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i刻観1 

とれは P. 1 及び、 P. 21亡示されるようとの観測は森式白記風向建計によったものであり，

l亡sr在で描かれた記録により風向と風速

を求めるようになっの mode と limit

/ノ~W ている。
との自立己計ーを酒田海岸で努|切手林(倍長

約 60m ， fig. 3 参照)の両端に風下 5 ，

35h の点に配置30, 10, 15, 20 , 25 , 

(fig.1 及び、 fig. 2 参j札各位置に自記

その位置の風向の

して同mode と limit が記されている)

時観測を行ったのである。
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26. 2. 12. Fig. 1 
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lo{ 
さて図にみられるように C型林で

は観測時には風はほど WNW の方

IS ,{ 向であったが，風向は一定では友く

との時i乙 W 叉は N にふれていた。

ニJ、林の南の端では普通に考えられる風

(300つの方向(図中向は WNW

�'" 
破械で示されたW) であるがp 実際

に観測してみると林端の紘からかな

り内方i乙風が吹込んで、来ている。図
30tf. 

との中点械で、示されたmがそれで、，

ほど 30

h 迄はとの傾向が現われ 35 h では

消えている。又林内への船主みの角

状態は Dl 型林でも同様で、，



I立j風体林端に於ける風のi火fるみに~Uè\' 、て(飯塚)

P. 1 簡易自記風向風速計自記紙

主風向は WNW2960

風向のふれは SWS 1870~NEN 350 

Jt 調:

P. 2 向上

主風向は WNW3020

風向のふれは WSW 2410~NWN3550 
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度は D1 型林で 50 iv:であるが， 6~7h 位迄はこのi;'j皮はや L 大きく C 型林で 8 0 ， D，型林で

11 0 になっている。ス C 型林でも Dl 型林でも同じ様に)fTJAi風下で了度 sine curve のような

形をした風の変動が点申込 7 で示されている。とれは)山口jのふれの大きさを示すものでJÆtの乱れ

によるものである。この r <<~l~は C 型林では D1 型林よりも大きく現われているがp とれば両林

型の林帯密度の差に)，~くもので，下校附が僅かに 2 ダIJ しかない市度の7単い D1 型林では林帯主~;

に樹幹部を吹投ける風によって林』占拠L下の乱れがÊÏ:少ij'ì されて r *J~tJ，小さく現われ討度のか;:い

C 型林ではとれがえきく現われているのであろう。
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h=1.5m 

三えに林の北の端で、は)瓜 lマの吹込みは更に幾分多く， 1!5(:込みの角度はほピ 13 0 でるる。又 13h

F付近迄は渦流の形成が顕持で従って r Æ~;~はみられや.' 13h 以後には南端風下と同様に 7 線が現

われて， 23h附近で吹込みのI!JTi;は 5.5h になっている。

市 C型林中央風下に於ては北端風下と同じく 10h 附近には川悦域が存在し， 20 h 附近は乱

制域となっているのが認められる。

以上によって，キf~1i'M風下の風の吹込みは標準最多風向の方向にのみ現われるものではなし

風向のふれと風の乱れによってその程度に差はあるが，両端jHc ほピ同形のll5z..iムみがみられ，

風速減少区域は風下に距たるに従って三角形状に狭ばめられて行くもの L ょうである。

結 -~吾

首

上述のように防風林風下の防風林効果区域は風下にb'Jij(こるに従って三角形状に狭ばめられる

ととから，防風林の長さ(延長〉はなるべく長〈且中間に切れ目をJ寸たせないようにすべきで

るる。

防J.iJtl'本の観測に当って防風林iこ対する風向のふれが大きい場合に，その風の方向に防風林の

かげに入るように風速計を移動して観測するととはあり勝ちであるが，との林端風下の115討さEみ

と，児 I乙j瓜下の iE'，~;;な状態に於ては 10h 附近迄 Ir: Yr時間域が存在するものであるが C型林の例

の如くその一端(との場合市端)に於てはとれが存庄しない場合があるととを常に考慮する必

要がある。
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摘要

従来防風林の観測に当って余り考えられなかった林端風下に於ける風の1!ld6みを森式自記風

向風速計'をmいて観測し， との風の吹込みは掠準故多風向の方向にのみ現われるものではな

く，両端共にほピ [J]形の吹込みがみられ，風下の風速減退区域は風下に距たるに従って三角形

J伏広狭ばめられて行くものであるととを l切らかにした。


